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６月１７日の例会報告 
会 長 の 時 間 
 いよいよ来週で今年度も最終回となります。肩の
荷が下ろせそうで、大変気が楽になってきました。 
 さて、今日は私見ではございますが、真のロータリ
アンとしてふさわしいと感じるお話をしたいと思いま
す。２００４年にもうお亡くなりになられたのですが、
『清貧の思想』という著書で知られた中野孝次という
小説家がおられたのをご存じでしょうか。 
 彼は、「日本にはかつて、貧しくとも清らか、いわゆ
る清貧という美しい言葉がありました」と言っておりま
す。それは所有するという欲望を最小限にすること
で、内なる自由を飛躍させるという逆説的な考え方
であります。この本が書かれたのはちょうどバブル景
気の頃であり、その当時、ある新聞に「何でもある日
本が貧しく、何にもないモンゴルが豊かに見えた」と
いう記事が載っておりました。 
 私たち大和高田ＲＣは、今年度初めの会員平均年
齢が６８．２歳でした。あれから約１年、現在６９．２歳
くらいになっているでしょう。クラブ平均年齢が約７０
歳、古稀を迎えようとしております。そこで、「人生、
心の豊かさを求め、いい歳の取り方」という記事がご
ざいましたので、ご紹介したいと思います。 
 「怒りをやめて、感謝で人を動かす。否定をやめて
理解しようと歩み寄る。自慢話をやめて、失敗談を
伝える。干渉をやめて、任せる勇気を持つ。無愛想
をやめて、笑顔で過ごす。偏見をやめて、謙虚に学
ぶ。もらうをやめて、与える意識を持つ。孤独をやめ
て、一期一会を大切にする」。一つでも二つでも取り
入れることができましたら、老後の人生、人との絆が
より強くなって、一層心の豊かさが増していくのでは
ないかと、自分なりにそう思った次第であります。 
 

 
幹 事 報 告 
◎本日は委員長活動報告（２）となっております。委
員長の皆様よろしくお願いいたします。 
次年度幹事報告 
◎次週例会終了後、次年度の理事会を行いますの
で、理事の方は４階会議室にお集まりください。 
◎国際ロータリーの次年度会長予定者が急遽ご辞
退なさいました。したがいまして、まだいろんなことが
決まっておりませんので、クラブ概況報告書の配布
につきましてもストップしている状況です。ご了承く
ださいますようお願い申し上げます。 
 
誕 生 日 祝 
中堀克己会員(6月22日) 

委員会報告及びその他報告 
〇趣味の会委員会  垣本喜己委員長 

 ６月１９日（木）第３回趣味の会ゴルフコンペを開催

いたします。場所は、花吉野カンツリー俱楽部です。

１組目のスタート時間は９時１２分となっております。 
ニ コ ニ コ 箱 
・今年度も来週例会で最終回となりますが、皆様、よ
ろしくお願いします。 池木啓仁会員 
・各委員長様、委員長活動報告、よろしくお願いしま
す。 丸野正徳会員 
・来週で最終例会ですね。１年間お疲れまでした。 
 村島靖基会員 
・（１週早いですが）池木会長をはじめ役員及び理事
会のメンバーの皆様お疲れさまでございました。 
 藤井宏典会員 
・池田先生、このたびは大変お世話になり、ありがと
うございました。 河村憲一会員 
・誕生日祝を頂いて。 中堀克己会員 
 
委 員 長 活 動 報 告（２） 
○ロータリー財団委員会   松村裕玄委員長 

 方針といたしまして、ロータリー
財団は国際ロータリーの活動にお
いて様々な支援を行うものである
ことを会員に十分に認識していた
だき、その財源となる寄附をお願
いすることとしました。 

 実施項目といたしまして、地区からの要望である年
次基金、ポリオプラス基金、恒久基金等の寄附の推 

 
  
 会長・副会長・幹事退任挨拶 
   
 

本日の例会 (６月２４日) 

 
  
 会長・副会長・幹事就任挨拶 
   

次回の例会 (７月１日) 

 

 

 １年間、何事もなく、皆様のご協力の下、無事終わ
らせていただきまして、ありがとうございました。 
○国際奉仕委員会 髙木美香委員長 

  カルガリーの国際大会に行きた
いとチャレンジはしたのですけれど
も、こちらにつきましては、募集人
数等の都合で残念ながら、参加す
ることができませんでした。 
 リズモー西ＲＣとのつながりにつ

きましては、３０年になるということをお聞きをしており
ました。そういった状況の中で考えましたのが、私に
できる限りのことをしよう、連絡を取っていこうというこ
とでした。 
 ただし、平均年齢につきましては、大和高田ＲＣも
７０歳程度ですが、リズモー西ＲＣにおかれましては
８０歳という状況です。Ｚｏｏｍ会議の日取りを決めま
しても、当日になったら入院しておられたりということ
もございました。大和高田市の姉妹都市の関係から
問い合わせをいたしまして、やっとうまいこと連絡が
ついたと思ったら、その担当の方が退任されたという
連絡があったりですとか、いろいろと難しい状態が
続いております。 
 ですが、何かしたいと思っておりますので、来年も
国際奉仕委員の一人として、リズモー西ＲＣとの関
係をもう一回戻させていただいて、６５周年に当たっ
て何らかの報告ができるように頑張っていきたいと思
っております。今年度１年どうもありがとうございまし
た。 
○米山奨学会委員会 松村實昭委員長 

  当委員会は、米山奨学会につい
ての理解と協力をお願いするという
方針で活動してまいりました。毎年
１０月が米山月間でございますので、
昨年は１０月２９日に、あすかＲＣさ
んでお世話をされている、ベトナム

からの奨学生グエン・ミン・ヒウさんにお越しいただき
ましてお話をいただきました。彼は、観光事業に携
わりたいということで、旅行を通じて国際交流をした
いのだということをお話しされました。 
 米山奨学会につきましてはいろいろご意見があり
まして、本当に日本との国際交流、架け橋になって
いるのかというようなご批判もございます。その中で、
これから寄附の在り方についても、皆さんのご意見
をいただいて考えていかないといけないところでご
ざいます。 
 今回、ご縁をいただいてお話しいただいた彼につ
きましては、旅行を通じて国際交流に力を入れたい
と具体的に言っておりましたので、本当に日本との
架け橋になってくれたらうれしいなというふうに思っ
ている次第でございます。 
○親睦委員会 桑  雅宣委員長 
  特に、樫根会員、下村会員、田中会員、吉村忠
雄会員におかれましては、重鎮にもかかわりませず、
青いたすきをかけて、エレベーター前で立っていた
だきまして、非常に引き締まった受付ができたと思い
ます。ありがとうございました。 
 親睦委員会の活動としましては、１１月１０日の家 
 
 

族会を実施させていただきました。
５５周年から来年の６５周年にかけ
て、今までどんな家族会をしてい
たかなと調べてみますと、周年の５
５周年と６０周年以外はみんなディ
ナーショーが大半でした。そこで、

今年は最後に「手に手つないで」をやりたいと思いま
したので、できる限り手作り例会という形を取りました。
第１部は五木ひろしさんと坂本冬美さんのショーを、
第２部は都ホテルで懇親会をさせていただきました。
会員につきましては、１部は３６名がお越しになり、２
部から来られましたのが３２名ということでありました。
全体として、久しぶりに１００名以上の参加者をいた
だいて大盛会に終わったかなと思います。例会は近
場のほうが集まりやすいのかなという印象も受けまし
たので、これもまた次年度の６５周年の参考にしてい
ただければと思います。 
 その次は、本年度の４月６日、地区大会への出席
をいたしました。こちらに参加しませんと皆出席扱い
にならないということになりましたので、初めて地区
大会で受付をしたところ、８９名の会員中、登録者が
５６名、実際に来ていただいた方が４７名ということで、
たくさんの方に来ていただいて、非常に良かったな
と思います。 
 最後になりますけれども、来年は６５周年ということ
で、今年のメンバーから田中会員が委員長、樫根会
員が副委員長をされるということですので、引き続き
親睦委員会のほうをよろしくお願いいたします。 
○研修・規定委員会 廣橋健次郎委員長 

  方針は、地区委員会の指導の下、
クラブにおいて包括的な研修計画
を企画・実施する、ＲＩ定款・細則な
ど変更があれば、クラブの実績に
沿って改正案を作成し、理事会に
提出することに努めるということでし

た。今年度は、特に変更がございませんでしたので、
改正案を提出することもありませんでした。 
○プログラム委員会 鵜山洋子委員長 

  まず、特別にお礼を申し上げた
い方々がいらっしゃいます。堀川会
員には、当日の朝にお願いすると
いうめちゃくちゃなご依頼を引き受
けていただき、本当に救われました。
そして、佐藤会員、牧浦会員、山下

会員、甲村会員、木下会員、世古会員、皆さんの大
切なご友人をご紹介いただきまして、ありがとうござ
いました。そして、池木会長、いつもそばにいて見
守っていただきましてありがとうございました。 
 ９月にお越しいただいた小説家の夏木志朋さんが、
６月１１日発表の直木賞にノミネートされたそうです。
本当にうれしく思っております。 
 いろんな方との巡り合いと関わりがございましたが、
親睦委員会の方が丁寧にご対応いただいたり、Ｓ.Ａ.
Ａ.の方々がきめ細やかな準備をしてくださって、皆
さんのお力添えで活動することができたと思ってい
ます。今まで生きていた中でも最高の１年でした。ど
うもありがとうございました。 

 
 
 

 
出席報告 
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出席率 

６月17日 87 55 49 6 2 32 24 1 95.00％ 
６月10日 87 55 49 6 3 32 22 1 96.15％ 
６月３日 87 55 51 4 0 32 24 1 95.00％ 

※食品ロスの削減に努めましょう。（６月１０日の弁当残数は４個） 

 

 

 

 

 



進に努めました。ポリオプラス基金に関しては、皆様
のご協力で３４万９０００円を寄附させていただきまし
た。 
 地区補助金交付に該当する事業を検討するという
ことにつきましては、本年度は社会奉仕委員会が開
催しました、大和高田歴史ウォークを開催するに当
たり、補助金申請をいたしました。こちらは２５６０ドル、
日本円で４１万１０００円の補助金をいただくことがで
きました。 
○出席委員会  志賀正博委員長 

 喫緊の課題として取り組みました
のがフードロスの削減でございます。
例会を欠席するときには連絡をし
ていただきますよう、例会の出席報
告の際にご協力をお願いすること
で、フードロスの削減を実現しまし

た。具体的に申し上げますと、昨年１２月末から例会
の出席報告時に、お弁当廃棄数と欠席連絡へのご
協力をお願いしたところ、７月から１２月の１例会当た
りの平均お弁当廃棄数５．３個に対しまして、１月か
ら先週までは３．２個、約２．１個のフードロス削減と
なりました。これも皆様のご協力の賜物であり、この
場をお借りして御礼を申し上げます。 
 出席委員長という非常に荷が重い大役ではござい
ましたが、何とか完走できたのも、皆様のご支援、ご
協力があってのことと思います。改めまして、皆様に
感謝を申し上げます。 
○ニコニコ箱委員会  清水良彦委員長 

 皆様方の善意の寄附が今年度は
たくさん集まりまして、予定しており
ました予算額を少し超えることがで
きました。これは本当に皆様のご協
力のおかげと喜んでおります。 
 金内会員が退会されまして、委員

の数が減り困っておりましたので、上田会員と吉井
会員にお願いして、何とかクリアすることができまし
た。お二人には大変感謝しております。 
 また、来年度もたくさん集めないといけないというこ
とで緊張なさっているようですけれども、これはあくま
でも善意の寄附ということでございますので、皆さん
方のご協力、よろしくお願いいたします。 
○健康管理委員会  白井健雄委員長 

 方針は、大和高田ＲＣの会員の
皆様、それからご家族の皆様の健
康維持に寄与することといたしまし
た。実施項目といたしましては、例
年どおり、昨年８月葛城メディカル
センターにて人間ドック形式の健康

診断をさせていただきました。会員・ご家族の方、全
部で３６名の方に受けていただきました。その診断
結果に対して適切な説明、アドバイスをさせていた
だくということも、例会の始まる前に相談なさっている
姿をよく拝見いたしましたので、それもうまく機能した
のかなと思います。 
 もう一つ実施項目として挙げておりました、委員ま
たは外来講師による健康卓話を行うということにつき
ましては、今年度は残念ながらプログラム委員会の
ほうからリクエストがございませんでしたので、来年
度の委員長、よろしくお願いいたします。 

 この１年の間に、大変残念ながら林田壽昭会員が
亡くなられました。ご冥福をお祈りいたしております。
それ以外にも、健康を理由に休会されている方もお
られますので、体をしっかり治していただいて、また
例会やロータリーの奉仕活動に元気に参加してい
ただくことを願っております。 
 今年は既に６月中ばの段階で気温が３５度を超え
てきております。猛暑が予想されますので、水分や
睡眠をしっかり取って、ご健康に留意いただき、元
気にロータリー活動をしていただきますようお願い申
し上げます。 
○趣味の会委員会   垣本喜己委員長 

 今年度は、謡曲、歴史を探訪す
る会、写真、音楽クラブ、恵比寿ク
ラブ、ゴルフ、登山部、ランニング
クラブの８部門で活動がありました。
音楽クラブでは、活動範囲を広げ、
楽しい合唱を披露していただきま

した。登山部は、２日間にかけて立山の険しい山を
踏破し、無事に帰還され、充実感を味わったとのこと
でした。ランニングクラブは、奈良マラソンにエントリ
ーし、堀川先生を筆頭に完走してくれました。ゴルフ
では、今回２０年ぶりにライオンズクラブとの親睦ゴ
ルフコンペを再開し、両クラブとも親睦を深めること
ができました。なごやかなムードで、表彰式が行わ
れました。今後もまたローラ会を開催する予定にな
っております。恵比寿クラブも久しぶりに再開しまし
た。今回は、香芝のイタリアン料理のマガジーノで、
和気あいあいと談笑しながらおいしくいただきました。
今後、ほかにやりたい趣味がありましたら、来期に向
けて働きかけたいと思いますので、お声がけくださ
い。 
○奉仕プロジェクト委員会 山田  博委員長 

  私からは、主な内容をご紹介さ
せていただきまして、あとは各委員
長様からご報告をお願いいたしま
す。 
 最初に、職業奉仕委員会ですけ
れども、川村委員長には、エッセン

シャルワーカー表彰ということで、警察署と病院の表
彰を行っていただきました。社会奉仕委員会は、吉
岡委員長の下で、大和高田歴史ウォークと題した事
業を行い、多数の参加をいただき、無事、成功に導
かれました。青少年奉仕委員会は、１２月に少年少
女野球教室、ラグビー教室と２つ開催いただきまし
た。ローターアクト委員会は、川中教正委員長の下
で、今年は多数の新入会員をお迎えすることができ、
かなり成果が上がったものと考えております。国際
奉仕委員会の髙木委員長ですけれども、残念なが
ら国際大会には参加していただけませんでしたが、
オーストラリアのリズモー西ＲＣとの連絡を取ってい
ただくなど、いろいろと活動していただいたと考えて
おります。 
 米山奨学会委員会は、松村實昭委員長の下で、
国際交流について、我々のロータリークラブが考え
ていることを引継ぎながら、本年度の活動をしていた
だいたと思います。私の個人的な意見としては、前
年度脇本会長のときにも話題に出ましたが、米山奨
学会については、我々と地区の考えに若干の誤差
があります。ただし、国際交流という内容については、

 

 

 

 

 

ロータリーの基本の中に入っておりますので、もちろ
ん、池木会長の下、続けているわけですけれども、
我々と地区・ＲＩとの違いも若干見え隠れするようでも
ありますので、これからも次年度に引継ぎながら、同
じような方向で進んでいきたいと考えております。 
 池木会長の下で無事に活動を終われたかなと思
います。本当にありがとうございました。 
○職業奉仕委員会 川村英亮委員長 

  エッセンシャルワーカー表彰とし
まして、１１月２６日に高田警察署、
香芝警察署から各３名、そして大
和高田市立病院から２名の方を例
会にお招きして、表彰させていた
だきました。物品１０万円相当の目

録贈呈と、表彰対象者に対して、記念品の贈呈をさ
せていただきました。この後、高田警察署の朝山署
長、香芝警察署の山口署長、それと市立病院の向
川院長に、地域の安全と健康をテーマに非常に興
味深い卓話をしていただきました。 
 次に、１２月３日と１０日の例会でフードドライブ事
業をさせていただきました。このときに多数の食料と
同時に現金４０万円をご寄附いただきました。これを
用いましてお米を買いつけて、１１月から１２月２２日
にかけて、当クラブ所管の香芝市、葛城市、大和高
田市、広陵町の各社協を通じて、地域の生活困窮
家庭の子どもたちに、すてきなクリスマスプレゼントと
ともに、食料品その他を寄贈させていただきました。 
 特に、大和高田市では、フードバンク大和高田と
連携して、当クラブメンバーとローターアクトクラブの
協力も得て、１２月２２日にフードドライブで集めたこ
の食料とクリスマスプレゼントを直接、子どもたちに
手渡しさせてもらいました。そのときに、子どもたちか
ら「ありがとう」という言葉をもらい、小さい子どもたち
がお菓子の袋を開けて、何が入っているのかのぞき
込む姿を見て、本当にこういう活動をしてよかったな
という思いがしました。 
 それと、最後に香芝警察署と高田警察署の協力を
得まして、５月２１日（土）に小学生による交通安全ポ
スターの表彰式を行いました。優秀作４点、佳作１０
点を選びました。盛況のうちに式典を終え、その後、
交通安全啓蒙運動として、警察の方々と一緒にポス
ターを１枚ずつ渡して、啓蒙運動をさせていただき
ました。 
 池木会長の強い要望により、例年より多めの活動
内容でしたけれども、大変ではございましたが、非
常に有意義な１年を過ごさせていただきました。どう
もありがとうございました。 
○社会奉仕委員会 吉岡弘修委員長 

  本年度はメイン事業といたしまし
て、池木会長、丸野幹事肝入りの
事業といたしまして、大和高田歴
史ウォークと題し、大和高田市のラ
ンドマークである高田川の歴史を
再発見しようという活動をさせてい

ただきました。 
 昨年末あたりから準備に入らせていただきまして、
村井会員にいろいろとお計らいいただきまして、大
和高田市の教育委員会を通じて各学校に出向いた
り、大和高田ボランティアガイドの会につないでいた

だき、今回、歴史ウォークの最も重要な市内の説明
の部分を担っていただきました。 
 そして、サッカーチームのディアブロッサ高田ＦＣ
や野球チームの高田ボーイズなど、クラブチームへ
の参加依頼につきましては、副委員長の𠮷川利幸
会員にいろいろとご尽力をいただきました。その結
果、１５０名にも及ぶ参加者を集めていただきました。
本当に大いに盛り上がって、すばらしい活動となりま
した。 
 例会終了後、毎回のように委員の方にも集まって
いただきまして、いろいろと打合せし、いいアイデア
をいただきました。多くの協賛品も拠出していただき
まして、参加者の方にも大いに喜んでいただけたこ
とと思っております。 
 今回は屋外事業ということで、安全対策に最も気
を使いました。対応していただくロータリアンと実際
のコースを歩いて下見をし、ガードマンの配置の確
認や、スタンプ押し場の位置など、危険箇所をチェ
ックして回りました。実体験していただくことで、当日
の役目と認識を各自持っていただくことができました。 
 また、高田警察署へ何度か足を運ばせていただき
まして、道路や歩道の使用するための許可のお伺
いを立てたり、警備員の配置を説明し、いろいろアド
バイスをしていただきましたが、本当に何も事故とか
起こらずに無事終了できたことが何よりでございまし
た。 
 今回の事業を通じ、延べ６０名以上のロータリアン
の方に何らかの形で参加していただきましたこと自
体が、最大の成果ではなかったかというふうに思っ
ております。皆様、１年間どうもありがとうございまし
た。 
○青少年奉仕委員会 當麻泰己委員長 

  活動内容といたしましては、１２
月１日にさとやくスタジアムにおき
まして、第１６回少年少女野球教室
を開催させていただきました。講師
として元プロ野球選手の福留様、
岩瀬様、湊川様、そして大和高田

クラブの皆様にご指導いただきました。その中で、や
はり子どもたちは、プロ野球選手の技、打撃や守備
などを見て感動しておりました。 
 私も子どもの頃は、こう見えても野球少年で、プロ
野球選手を見てわくわくしていたのを思い出しまし
た。ロータリアンの皆様にも１６名の方にご参加いた
だきまして、大成功に終えることができました。 
 そして、翌週、１２月８日にはラグビー教室を御所
実業高校グラウンドにて開催させていただきました。
当日、雨か雪で開催が危ぶまれましたが、天候のほ
うももちまして、寒い中ではございましたけれども、約
５００名の皆様にご参加いただきました。御所実業ラ
グビー部の皆様方に実技指導をいただき、また、ラ
グビーのリーグワンの選手の皆様とアナウンサーの
赤木さんとのトークショーもございまして、子どもたち
も喜んでくれていました。 
 ５月１６日から１８日までＲＹＬＡがございまして、村
島硝子商事株式会社からご参加いただきまして、大
変良かったというご感想をお聞きしております。次年
度の卓話にて報告されると思いますので、楽しみに
しております。 

 

 

 


